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総
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 「ヨシュア記
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希
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１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

[暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

] 

あなたがたに神
かみ

の言葉
こ と ば

を語
かた

った指導者
しどうしゃ

たちのことを、思
おも

い出
だ

しなさい。彼
かれ

ら

の生涯
しょうがい

の終
お

わりをしっかり見
み

て、その信仰
しんこう

を見倣
み な ら

いなさい。（ヘブライ 1 3
じゅうさん

：

7
なな

、新共同
しんきょうどう

訳
やく

） 

 

人
ひと

は生
い

きていく中
なか

で、周
まわ

りの人
ひと

たちから影響
えいきょう

を受
う

けています。特
とく

に子
こ

どもは、親
おや

や兄弟
きょうだい

、先生
せんせい

、友
とも

だちの話
はな

し方
かた

や行動
こうどう

を見
み

て真似
ま ね

をする中
なか

で、様々
さまざま

なことを学
まな

んでいきます。大人
おとな

になっても、見
み

るものや聞
き

くものに他人
たにん

か

らの影響
えいきょう

を受
う

けることがたくさんあります。だから、わたしたちは何
なに

をお手本
てほん

とするかがとても大切
たいせつ

です。 

今週
こんしゅう

は、ヨシュア記
き

に出
で

てくる信仰
しんこう

の人
ひと

「カレブ」と「ヨシュア」をお手本
てほん

として学
まな

んでみましょう。 

 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：忠実
ちゅうじつ

さ 

カレブという名前
なまえ

は、ヘブライ語
ご

の「ケレブ」という言葉
ことば

からきており、それ

には「僕
しもべ

の勇気
ゆうき

」「粘
ねば

り強
つよ

さ」「主人
しゅじん

への※１忠実
ちゅうじつ

さ」という意味
い み

があります。

カレブはその名
な

の通
とお

り、神様
かみさま

への※１忠実
ちゅうじつ

さを表
あらわ

して生
い

きていました。特
とく

に、

1 2
じゅうに

人
にん

がカナンへどんな食
た

べ物
もの

があるのか敵
てき

はどんな人
ひと

かを調
しら

べに行
い

って、そ

の報告
ほうこく

をした時
とき

には、カレブとヨシュアだけが、信仰
しんこう

を持
も

って恐
おそ

れることなく

その土地
と ち

へ行
い

くべきだと主張
しゅちょう

しました。（民
みん

数記
すうき

1 4
じゅうよん

：7
なな

- 9
きゅう

）その時
とき

、カ

レブとヨシュアは人々
ひとびと

から反対
はんたい

され、石
いし

で打
う

ち殺
ころ

されそうになりましたが、それでも彼
かれ

らは神様
かみさま

への※１忠実
ちゅうじつ

を

表
あらわ

しました。 

※１忠実
ちゅうじつ

：まごころを込
こ

めて真面目
ま じ め

に従
したが

うこと 



 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：「この山地
さんち

をわたしにください」 

ヨシュア記
き

1
じゅう

4
よん

章
しょう

8
はっ

節
せつ

には、カレブが心
こころ

から完全
かんぜん

に神様
かみさま

に従
したが

ってい

た姿
すがた

が書
か

かれています。それは、カナンが恐
おそ

ろしい町
まち

だと主張
しゅちょう

した他
ほか

の1 0
じゅう

人
にん

とは全
まった

く異
こと

なりました。カレブは、神
かみ

様
さま

がモーセを通
とお

して与
あた

えて下
くだ

さった

約束
やくそく

を決
けっ

して忘
わす

れず、 8 5
はちじゅうご

歳
さい

になっても神様
かみさま

に従
したが

い続
つづ

け、約束
やくそく

された

土地
と ち

を求
もと

めました。高齢
こうれい

になっても神様
かみさま

に従
したが

い続
つづ

ける信仰
しんこう

の模範
もはん

です。 

 

 

４
よん

．火曜日
か よ う び

：手本
てほん

の力
ちから

 

カレブは、デビル（キルヤド・セフェル）という町
まち

を占領
せんりょう

したオトニエルに、娘
むすめ

のアク

サを嫁
とつ

がせました（ヨシュア1 5
じゅうご

： 1 6
じゅうろく

- 1 9
じゅうきゅう

）。おそらく、オトニエルはカレブを手本
てほん

として、彼
かれ

と同
おな

じように勇気
ゆうき

と信仰
しんこう

を持
も

っていたのでしょう。オトニエルは後
のち

に、イスラエ

ルの人々
ひとびと

のために士師
し し

として立
た

てられ、神様
かみさま

に用
もち

いられました（士
し

師記
し き

3
さん

：7
なな

- 1 1
じゅういち

）。 

 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：謙虚
けんきょ

な英雄
えいゆう

 

土地
と ち

を分
わ

ける時
とき

、ヨシュアの非常
ひじょう

に謙虚
けんきょ

な姿
すがた

が表
あらわ

されています。ヨシュアは、イスラ

エルの民
たみ

を率
ひき

いたリーダーでありながら、分
わ

けた土地
と ち

をもらえたのは一番最後
いちばんさいご

でした。しか

も彼
かれ

が受
う

け取
と

ったのは「ティムナト・セラ」という地味
じ み

で潰
つぶ

れた町
まち

で、もう一度
いちど

立
た

て直
なお

すに

は苦労
くろう

する場所
ばしょ

でした。しかし「ティムナト・セラ」は、聖所
せいじょ

に近
ちか

い場所
ばしょ

であり、大切
たいせつ

な

土地
と ち

だったのです。ヨシュアの心
こころ

は、土地
と ち

の豊
ゆた

かさではなく、いつも神様
かみさま

に向
む

けられてい

たのでした。 

 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：熟慮
じゅくりょ

によって変
か

わる 

わたしたちにとって、カレブやヨシュアのような、聖書
せいしょ

に出
で

てくる信仰
しんこう

の人
ひと

を手本
てほん

として学
まな

ぶことは非常
ひじょう

に大切
たいせつ

です。しかし、忘
わす

れてはいけないのは、わたしたちの１番
いちばん

の手本
てほん

はイエス様
さま

だということです。聖書
せいしょ

を通
とお

してイエ

ス様
さま

を見
み

ることで、わたしたちは神様
かみさま

の愛
あい

を知
し

ることができ、それによってわたしたちの心
こころ

が変
か

えられていきます。 

Ⅱ
だいに

コリント3
さん

章
しょう

1 8
じゅうはっ

節
せつ

には「わたしたちは皆
みな

、顔
かお

の覆
おお

いを除
のぞ

かれて、鏡
かがみ

のように主
しゅ

の栄光
えいこう

を映
うつ

し出
だ

しながら、栄光
えいこう

から栄光
えいこう

へと、主
しゅ

と同
おな

じ姿
すがた

に造
つく

りかえられていきます。これは主
しゅ

の霊
れい

の

働
はたら

きによることです。」とあります。これは、幼虫
ようちゅう

がサナギになって蝶
ちょう

へ変
か

わるように、全
まった

く違
ちが



うものに変
か

えられることを意味
い み

します。わたしたちの心
こころ

をイエス様
さま

に似
に

たものへ変
か

えていただくために、日々
ひ び

、神様
かみさま

に従
したが

うことを選
えら

びたいと思
おも

います。 

 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

1
いち

）信仰
しんこう

の手本
てほん

となる人
ひと

はいますか。その方
かた

は、どのような人
ひと

ですか。（聖書
せいしょ

の人物
じんぶつ

でも、身近
みぢか

な人
ひと

でも） 

2
に

）ヨシュアは、土地
と ち

の豊
ゆた

かさよりも、聖所
せいじょ

の近
ちか

くに住
す

むことを１番
いちばん

にしました。ここから学
まな

べることは何
なん

でし

ょうか。あなたは何
なに

を１番
いちばん

にして生
い

きていきたいですか。 


